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Abstract

　Anew 　poly （ether　ether　ketone）was 　prepared 　by　the　polycondensation　of　1β一bis（4−hydoroxypheny1）
adamantane 　with 　4，4

’−difluorobenzophenone．　Dio1，1β一bis（4−hydoroxyphenyl）adamantane
，
　was 　synthesized

from　adamantane 　in　three　steps ．　 The　 nucleophilic 　 substitutions 　were 　conducted 　at 　180℃ in　N −methy1 −2−

pyrroridinone （NMP ），producing　poly （ether 　ether 　ketone）（PEEK ）with 　inherent　viscosities 　up 　to　O．62　dL ・

g
−1．This　PEEK 　is　soluble 　inπ L−cresol ，　NMP 　and 　sulfuric　acid 　and 　show 　excellent 　transparency．　 The　PEEK

showed 　a 　low　dielectric　constant 　and 　excellent 　thermal 　stabilities ．

1．緒 言

　情報技術 （IT）関連分野 に お い て 、 通信技術の 進歩

およ び通信素子 の 高性能化 に 伴 い 、こ の 分野で 用 い ら

れ る材料 に は 高度 な性能 ・機能が 要求 さ れ て い る。高

速 ・高密度情報通信を行う上で 、 配線 とそ れ を 覆う層

間絶縁膜 の 特性が 大き く影響を及 ぼす 。 配線 に はセ ミ

ミ ク ロ ン サ イ ズ の 線幅が 要求されて おり、絶縁膜 に は

低誘電性 （誘電 率）が 要求 され て い る 。 誘電率 は電気

信号 の 伝搬速度や 誘電損失 に影響を与え 、 誘電率が 高

い と通信速度お よ び通信密度が 低下す る。そ の た め
、

層間絶縁膜に 低誘電性を付与す る こ と は、 今後 の 通信

素子開発上、重要 と な る。

　層間絶縁膜 と して 、 現在 、 ポ リイ ミ ド
ω

や ポ リベ ン

ズ オ キ サ ゾ ール
〔2）

と い っ た 高 耐 熱性 高分子 が用 い られ

て い るが、こ れ らの 高分子で は誘電率を 3．0以 下 に す

る こ と は 困難で あ る 。 そ の た め、こ れ らの ポ リマ ーと

比較して 劣らぬ 耐熱性を有し、 さ らな る低誘電率 を有

す る ポ リマ
ー

が 代替品 と し て 要求 され て い る。

　 こ こ で 、 低誘電性 ポ リマ
ーの 一

っ と して 知 られる ポ

リエ
ー

テ ル エ ー
テ ル ケ ト ン （PEEK ） に 着目し た 。

PEEK は、イ ミ ド環等 に 比 べ て 極性 の 低 い エ ーテ ル 結

合を有し、こ れ が ポ リマ
ーの 低 誘電性 に寄与 して い る 。

ま た 、 こ れ まで に 低誘電性 を付与 で きる搆造に っ い て、

ポ リイ ミ ドを中心と して 研究が行わ れ て き た
〔3）一｛5）

。 こ

の 知見を 応用 し、 低誘電性 を 付与す る構造を ポ リマ ー

中 に導入す る こ とに よ り 、 PEEK の さ ら な る低誘電率

化 が実現 で きる と考 え られ る。

　そ こ で 、 新規 モ ノ マ
ーを設計 ・合成 し、ジオ ール と

ジハ ラ イ ドをモ ノ マ ーとした脱塩重縮合法に よ り、低

誘電性を有す る新規 PEEK を合成す る こ と を本研究の

目的 と した 。

2 ．実 験

2 ．1　 試　　　薬

　4，4’一ジ フ ル オ ロ ベ ン ゾ フ ェ ノ ン は、 市販品を エ タ ノ
ー

ル か ら再結晶す る こ と に よ り精製し た 。 N 一メ チ ル ー2一

ピ ロ リ ジノ ン （NMP ）は、水素化 カ ル シ ウ ム を加 え

減圧 蒸留する こ と に よ り精製した （88℃ ／ 16　mmHg ）。

そ の他の 試薬は市販品 を購入後 そ の まま使用 した 。

2 ．2　 トリエ チ ル ア ミ ン （TEA ）

　市販品 の TEA 　500　gを 1000　mL の 三 角フ ラ ス コ に

移 し、 適 当量 （約 30〜50g ） の 水酸化 カ リ ウ ム を加

え半 日室温 で撹拌し、 そ の 後 p 一トル エ ン ス ル ホ ン 酸

ク ロ ラ イ ドを約 20g 加 え
一

晩撹拌 した。　p一トル エ ン

ス ル ホ ン 酸ク ロ ラ イ ドの 大部分 が 反応 した ら随時これ

を適当量追加 し、室 温 で 撹拌 を続 け、不 純 物 と して 混

入 す る 1級ア ミ ン
、 2級 ア ミ ン を 除去 した 。 次 に 、 こ

’
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の 溶液を 濾紙 に て 濾 別 し、濾液 の TEA に 再度水酸化

カ リウ ム 適当量 （約 10〜20g ）加 え、室 温 に て 半 日

予備乾燥を 行 った 。 濾別 に よ り水酸化 カ リウ ム を除去

し、濾液を 500mL ナ ス 型 フ ラ ス コ に 移 した 。 こ れ に

金属ナ ト リ ウ ム を入 れ、水素 ガ ス の 発生 が 少 な くな っ

た の を 確認 した 後 に、冷却管を取 り付け、マ ン トル ヒ
ー

ター
に て 1 日加 熱還 流 を行 っ た。こ れ を そ の ま ま常圧

蒸留 した。

2 ．3　 プ ロ モ ア ダ マ ン タ ン 類合成

　 1一プ ロ モ ァ ダマ ン タ ン と 1，3一ジ ブ ロ モ ア ダ マ ン タ ン

は以前報告 さ れ た 手順
〔蝋 ｝

に 従 い 合成 した。

2 ．4　 1，3一ビス （4一ヒ ドロ キ シフ ェ ニ ル ） アダマ ン タン

　1，3一ジ ブ ロ モ ア ダマ ン タ ン （1．45g ，
5．O　mmol ）、 フ ェ

ノ ール （14．1g ，0．15　mol ）及 び 、 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム

（1．65g ，12．5 皿mol ）を 混 合 し、100 ℃ で
一

晩撹拌 し た。

反応 終了後、反応物 に蒸留水を加 え 、60 分間還流 さ

せ る こ と に よ り余剰 の フ ェノ
ール を除 去 した。こ れ を

メ タ ノ
ール か ら再結晶を行 い、白色板状結晶を得 た 。

収量 1．05g （66 ％）；IR （KBr ）： ン （cm
−1
）＝3350（−

OH ），2900，2850　（C −H ），1610，1510　（Ar）；
LH −

NMR （CDCI ， ） ； δ （ppm ）＝＝ 1．70 （2H ，　 s，　 H −6），

1．81 （8H，皿 ，　H −4，−8，

−9，−10），1，83 （2H ，　 s，　 H −2），

2．20 （2H ，　 s，　 H −5，−7），6．69 （4H，　 d，　 Ar−H −c），7．17

（4H ，　d，　Ar−H −b），　9、14　（2H，　s，　一〇H ） ；　
Lヨ C−

NMR （CDCI ，）： δ （ppm ）＝29，0 （C−5，−7），352 （C−

6），35．9　（C−1，−3），41．8　（C −4，−8，−9，−10），49．0　（C−

2），　114，4　（C−c），　125，2　（C −b），　140．6　（C−a ），　154，6

（C−d）；元素分析 ：計算値 （CmHz40z） ： C，82．46； H ，

7，55； O ，9．99、測定値 ： C，82．23； H，7．76； O，10，2

6D2

．5　ポ リマ ー合成

　 NMP （22mL ） に 1β一ビ ス （4一ヒ ド ロ キ シ フ ェ ニ

ル ） ア ダマ ン タ ン （0，3204g，1．O　mmol ）、 4，4
’一ジ フ ル

オ ロ ベ ン ゾ フ ェ ノ ン （0，2182g，1，0mmol）お よ び、炭

酸 カ リ ウ ム （0，30g，2．2m珥01）を加 え、窒素雰囲気下、

180℃ で 24時間撹拌 し た 。 反応 終了後 、 NMP で 希 釈

し、蒸留水 に 投 じ、 ポ リマ
ーを得 た。濾別 ・減圧乾燥

後、メ タ ノ ール で ソ ッ ク ス レ ー抽出す る こ とに よ り精

製 した 。 収量 0，49g （97 ％） ；対数粘度 ： η1。、 （dL・

g
−1

）　＝0，66 ；IR　（KBr ）　； レ　（c皿
一1

）＝・1655　（C −＝O），

1240，116e （C−0−C）；
TH −NMR （CDCI ．，）： δ（ppm ）＝

1．70 （2H，　 s，　 Hf），1．81 （8H，　 d，　 Hd），1，83 （2H ，　 s，

Hc），2．20 （2H ，　 s，　H 。），7．00 （4H ，　d，　H 。），7．03 （4H，

d，Hg ），7．40 （4H ，　 d，　 H 己），7．77 （4H ，　 d，　 Hh ）；
i3C −

NMR （CDCI ，）1 δ （ppm ）＝29，9 （C−g），36．1 （C−h），

37．4　（C−e ），　42．7　（C−f），　49．7　（C−i），　117，2　（C−b），

120．0 （C−k），126．7 （C−c），132．2 （C−m ），132．4 （C−1），

147．1　（C−d），153．4　（C−a ），】61．8　（C−j），194．3　（C−n ）。

2 ．6　 フ ィ ル ム 作成

　得 られ た PEEK を シ ク ロ ヘ キ サ ノ ン に 溶解 させ 、

ポ リマ ーの 20wt ％溶液 を調整 した 。 こ の 溶液 を ガ ラ

ス 板状 に キ ャ ス ト し、 次 の 手順で 加熱す る こ と に よ り

フ ィ ル ム を 作 成 し た。50℃ ，1h ；100 ℃ ，0．5h ；150

°C，O．5h ；200
°C，2ho

2 ，7　 測　　　定

　FT −IR スペ ク トル は Nico！et　MAGNA4R560 　 spec −

trometer を 用 い て 、　KBr 錠剤法に て 測定 した 。
　 NMR

ス ペ ク トル は VARIAN 　MURCURY −300（300　MHz ）

で CDCI3 中、テ ト ラ メ チ ル シ ラ ン （TMS ）を基準 ピ
ー

ク と して 室温で 測定 した 。 TGA 測定 は 、
　 SEIKQ　 SSS

5000TG −200 を用 い、昇温 速度 10℃ ・ min
−T

で 行 っ

た 。 DSC 測定 は 、
　 SEIKO　SSS　5GGO　DSC −200 を用 い、

昇 温 速度 10℃ ・min
−L

で 行 っ た 。 粘度測定 は オ ス ト

ワ ル ド粘度計 を 用 い
、 N一メ チ ル ー2一ピ ロ リ ジ ノ ン

（NMP ） を溶媒 と して 30℃ で 行 っ た 。　UV ス ペ ク ト

ル は JASCO 　V −560 で 測定 した 。 屈折率 は 、
　 Mericon

model 　 PC −2000プ リズ ム カ プ ラ
ーを 用 い 、石英板上

に 塗 膜 した PEEK フ ィ ル ム に、波長 1，320μ m の 電磁

波を室温 で 照射す る こ とに よ り測定 した 。 フ ィ ル ム 面

に 対 して 平行方向 （TE ：transverse　electric） と垂直

方向 （TM ： transverse　magnetic ） の 直線偏光 レ
ー

ザ ー光 を 用 い て 面内屈折率 （ru，B ） 及 び 面外屈折率

（n・rM ）、膜厚 を測定 した 。

3 ． 結果と考察

3．1　 分 子 設 計

　 ポ リイ ミ ドに お ける低誘電率化 の 研究 に お い て 、
モ

ル 分極率 の 小 さ い 原子を 導 入 す る こ と
C3 ＞

や 極 性 の 低

減
｛‘）、嵩高 い構造 の 導入

｛5）
な ど が 効果を示す こ とが

知 ら れ て い る 。 こ の よ う な構造 を導入す る こ とに よ り、

ポ リイ ミ ド以 外 の ポ リマ ー
に も低誘電率 を付与で き る

と考 え られ る。そ こ で 、低誘電性 を付与す る 搆造 の 中

で も極性 が低 く、嵩高 い 構造 で あ る脂環式構造 に 着目

した。こ の うち、ア ダ マ ン チ ル 基 は低誘電率化 に 寄与

す る整列 しに くい 構造 を も有す る 。 さ らに は化学反応

に よ り構造 の 転換 が容易 で あ り、種 々 の モ ノ マ
ー

に 導

入 す る こ とが で き、応 用性 に 富 む 。 さ らに、一
般 に 芳

香環 に 比 べ 脂肪族構造 は 耐熱性 が弱 い とさ れて い る が、

ア ダマ ン チ ル 基 は 多環 式 構 造 で あ るた め、比 較 的高 い

耐熱性を 示す
〔8 ）

。
こ れ らの 理 由か ら、 耐熱 性 を損 な う

こ とな く低誘電率化 が可能 な ア ダマ ン チ ル 構造 を ポ リ

マ
ー
中 に 導入す る こ と と し、モ ノ マ

ーと して 1，3一ビ ス

26 ．・
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　 　 　 　 Figure　1．　 Structure　of 　monomers ．
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　　　Figure　2　 1R　spectrum 　of　the　PEEK 　film．
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Table1．　 Synthesis　of 　PEEK ．

Run 　　Temperature（℃）　η皿、（dL 。g
一
ツ Yield（％）

＆
　
@a@

b 300 0040D62 ，
66∪

87

999a ：Reaction 　was 　carrieCl 　out　with　 l　mnQl 　 Qf 　each 　 monomer

@and 　2．2皿QI　of　potassium　carbonate　in 　2．2　mL 　o
@NMP ． b：R θaction 　was　carr 【ed 　out　with 　2 　mmQl 　Qf 　 each 　 monom

s 　and 　4．4mmol　of　potassiurn 　carbonate　in 　4 ．4　mL 　
　 NMP ， c：Measured　 at 　a 　concentration 　of 　O

．5
　g・ dL − i 　in 　NMP 　

　30℃

1．
1．
1．

2．

7．

7，

7．

7．77H
i2H，　 S）

（ 8H ，　 d
）

A （2H，　S ）

d （2H，　S ）

，（4H，　d ）

g （4H， 　d ）

。 （ 4H， 　d ）

，（4H ，　 d ） （ 4 一 ヒ ド ロ キ シ フ ェニル）アダ マ ンタ

（BHPA ） と 4 ， 4   ジ フルオロベンゾフ ェノ ン

DFB） を 選 択
し
たQ

3 ．2 　モ ノマー 合成 　 BHPA は、 アダ マンタン

出発 原料 として3段階 で 合成 し た（ Scheme 　 1 ）。

じめ に、 ア ダ マ ンタ ン を臭 素 で 処 理 する こ と に よ り

1 一プ
ロモアダマン タンを 合 成 し た 〔 5 〕 。 次に 1 一

ロモアダマ ン タ ン を 三 臭 化ホゥ 素及 び臭化 ア ル ミ

ウ ム存在下、 臭素 で 処 理 す る こ と で 1，
3一 ジ

ブ ロ モアダ

ンタ ン に 変換 し た （T ｝。 さらに、 塩化 ア ル ミ ニ ウ ム

触 媒 と し て 、 1 ，3 一 ジ ブロモァダマ ンタンとフェ ノ ー ル と を

iedel − Crafts アルキル 化 反応 さ

ることで 、 目 的
のBH

を合成した 。 3 ， 3 　ポリ マ
ー合成 　 BHPA と D

との重合は、　NMP 中 、 炭 酸カリウ ム 存 在 下、 所定

度 で 等 モ ル の BHPA と DFB を24時間 反応させ る こ と

よ り行った（Scheme

2 ）。 重合結果 を Table 　1に示す。
重

合

の 結 果

定 量的 に対数 粘度 が 0

40dL・g −1以 上
の ポ リマーが得 ら れた 。 Figure 　3， 1H − NMR 　

emical 　shift@rPEEK ． Carbon
@ 　　　 abCd 　　　e　　 　f　　　g δ（ppm）　　 153．4 　117

2 　 126． 7 　147 ユ　

． 7　29 ．9 　374Carl

〕ons 　　　　h δ（

m）　36ユ 　　　】　　　k　　　l　　　m　　　n49 ．7　　　161

8　　120 ．0　 　132 ． 4 　　i32 ．2　　194 ．3Figure　4． 1

− NMR 　 chemical 　 shifts

fQr 　 PEEK ． 3 ．4 　ポリマ ー の キ ャラ ク

リ ゼー シ ョ ン 　 得 ら れ た ポ リ
マ ーの 構 造 確 認 は

IRスペクトル及 び NMR スペクトルにて行
っ

た

。 　 IR スペクト

ル

Figure 　 2 ）
に

お い て、1650 　 cm − L お

び 1240   一 1 に カ
ルボニル

基及びエ ー テ ル 結 合に 帰

す る吸収がそれ ぞれ観 察された。また、iH ， 13C − NMR
スペ

トル測 定（Figure 　 3 、 　Figure 　4）ならびに

用一次 元
測 定 （DEPT ） 、二次元 NMR ス ペク ト ル測定（

laye

|C

Y 、　
HMQC

、 　 HoM2DJ ）によ り 、 詳 細な構造 を 確 認
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Tabie2．　 So！ubihties 　of 　PEEK ． 100

Solvent Solubility つ
ー
＼，

　 　 Acetone　 　 　　 　　 　　 　　 　 　
．−

　 　 Methano1 　 　 　 　 　 　 　 　 　
−−

　 2−PrOPd’　nol 　　　　　　　　　　　　
．−

　 1，4−1）ioxane　　　　　　　　　　　　　　−・

Cyclohexanone 　 　 　 　 　 　
「← ＋

　 2−Butanone 　　　　　　　　　　　　　
−

　 　 m −Cresol　　　　　　　　　　　　　　　　　　十 十

4−Butyrolactone　　　　　　　　　　
−−

2−Methoxyethanol
　 　 　 THF 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 十 ＋

　 　 　 DMF 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 ±

　 　 DMSO 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
−

　 　 　 NMP 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 ＋ ＋

　 　 DMAc 　　　　　　　　　　　　±

　 　 　正
一12SO，　　　　　　　　　　　　　　　　 ＋ ＋

　 　 CHCIs 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 十 十

　 　 CH ，Cl2　　　　　　　　　　　　　 十 十

δo

§

耋
‘°

璧
ギ

11111

山
▼

彑

醫

za

o

　Flgure5 ．

ー
爵

0　　　　　　　 200　　　　　　　 400 　　　　　　　600　　　　　　　 即 0

十 十 ： Solubie　aL 　room 　temperture ．
十　　： Solub且e　at 　beaしing．
±　　@ ：Part・iallv　solubLe

　　；InsolubF

CTable3 ，　Thermal 　properties　Df　the 　PEEK　fil

Z ． Lnitjal　 decompositgon
　
Temperature 　 of

　
Temp 巳ratur

@of 　仁emperature 　 　　5％weight　loss 　IO％weigh

loss509 ℃　　

　547
℃ 520 　ec　

　 　 530℃ 　　　 Temp

etm （ ℃） TG − DTA　curves　of　the 　P

K　 filmin 　 nitrogen 　

d　air ．

In 　 A

In35

 

01 ℃ oa ：Measured 　by
　
thermograVimetry 　 at　a　heating

rate 　of 　

℃。 min − ’ 　 以 上のスペク ト ルによる構 造 解

の 結果 、合 成し た ポリマ ー は 目 的
の

構 造 を
有

す る

リ エ ー テルエーテル ケ ト ン（ PEEK ）

あることが 示 さ れ

。 3． 5 　 物

評価 3 ．5，1 溶 解性 　得ら れた PEEK の各

溶媒 に対 す る 定性的な溶解性 試験 を 行 っ た（Table 　2 ）

得 ら れ
たPEEK は ア セ ト

ン、 メタ ノ ー ル
、 2一プ ロ パ

ー ル 、 2 一ブタノ ン、 4 一 ブ チ ロ ラク トン 、 2 一メ

キ シ エ タ ノ ール、DMSO に
は不 溶 性

で
あ っ た が 、 N

、 　 m 一 ク レ ゾ ー ル 、 シ クロヘ キ サ ノ ンなど の有

溶媒お

び硫酸には 良 好 な

解性を示 した。 3．5． 2 熱 特性 　熱 重量分

（TG ／ DTA ）、示差 走査熱 量分析（ DSC ） 、

よび熱機械分 析 （TMA ）測 定 を 行う ことに よ り 、 PE

の熱特性を分析した。　TG／DTA測定 結 果 （Figure 　 4 、

Table 　3 ）より、 通 常雰囲 気 ド 、窒索 雰 囲 気

ともに分解 開 始温度 が 350 ℃ 以 上 、 ま た 10 ％ 重

ﾊ減少温 度 が 500 ℃以上で あ る こ と か ら 、 得られ た

EEK が 高 い耐熱性を有すること が 示された 。 また、 DSC 測

（Figure　

j より、円 標の

0 ℃以．ヒとい Figure6 ． Table4 ． 　

0　　 　　　 　蹴　　　　 　 　30

@ 　　　　　 400 　　　Tempera 皇  e（℃ ） DSC 　curves

of 　the 　PEEK　fUm 　in 　nitrQgen ． Refractiv

@indices 　and　 b

efring θnce 　oth@PEEK 　 film ． d
（

m）f’　nTEhnTMnAvd 　　　△ne　　　ε「8，7　　　1，6

1 　　L6043　　1，6148 　
0 ．0158　　 　2．87a ：Fikm　thickness．
b ：The　in −

plane　refractive 　ind巳x． c：
e 　out − Df −plsne 　 rεfractLve 　 index ． d ； Average

refracUve 　 index ；n △
v

＝ （2nTE 十πT
j ／3 ， e；Birefringence；△n；侮ぎ匕一厂レLM ． f：OpticalLy 　estim

ed 　dieleetric 　 constant ；ε羸

D10nAv： ． う値は得られなかったが、 ガラス転移 温度 はFirst

eating で 186 ℃、　 Second 　 Heati

で 196 ℃に
観察 さ れ た 。 こ の 値 は 、 代 表 的なPEE

ﾅ あるハイ
ド ロ

キ ノ ンと4 ， 4’一ジフ ル オ ロベン ゾ フ

ノ ンか ら合 成 さ れ る PEEK “ O の ガ ラス
転

移 温

（143 ℃） よ り 非 常に 高 い温

となっており 、ア ダマン チ ル 基 がポ

マーに剛 直性を与 えて いることが示された 。 3 ． 5 ． 3

紫 外 可 視光スペクトル 　PEEK の紫外一可視光 （uv − Vis ．

ス ペ クトル 測 定を 行 っ た（Figure 　
6
）。

の 結 果 、 370 　 nIn よ り短 波長の 光 に は 透 明

を示さなかった

これは
、
ポリ マ ー 構 造 中に ベンゾフ ェ ノ ン 骨格が存 在 し 、ま た
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Figure7．

　 　 　400 　　　　　　　　600 　　　　　　　　800

　 　 　 Wavelength （nm ｝

UV −Vis，　 spectrum 　of 　the　pEEK 　film，

ノ ン が こ の 領域まで 吸収を示す こ とか ら、こ の 骨格の

吸収に よ り透明性 が低下 した と考えられ る 。 しか しな

が ら、 370nm よ り長波長の 光 に は良好な透明性 を 示

した。

3．5，4 誘 電 率

　Table　4 に 示 した屈折率測定の 結果 よ り、 PEEK フ ィ

ル ム の 平均屈折率 （nA 。） は 1．6148で あ っ た 。 こ こで 、

材料の 誘電率 （ε） は 光学的 に は 屈折率 （n ） を 用 い

て 、Maxwellの 式 ε ≒ n2 か ら求 め る こ と が で きる 。

実際に 1MHz の 周波数に お い て 、 お お よ そ 10％の 赤

外線吸収 の 付加的寄与を受け、ε ≒ 1，10nAV：
が成 り立

っ
〔9）〔1°）

。 こ の 式 を 用 い 、 1．6148の nAV か ら誘電率 を

求め る と 、 2，87 とな っ た 。 こ の 値は代表的な PEEK の

3．3 （1MHz ）よ り非常に 低 く、 低誘電性 フ ッ 素含有

芳香族 ポ リイ ミ ド
（T2｝

の 2．92 と比 べ て も低 い 殖とな っ

た 。 こ の こ とか ら、 ア ダマ ン チ ル 基 を導入す る こ と に

よ る PEEK へ の 低誘電率化の 効果が示さ れ た 。

4 ．結 論

　1，3一ビ ス （4一ヒ ドロ キ シ フ ェ ニ ル ） ア ダ マ ン タ ン と

4，4
’一ジ フ ル オ ロ ベ ン ゾ フ ェ ノ ン の 脱塩重縮合反応 に よ

り、新規な ポ リエ
ー

テ ル エ
ー

テ ル ケ ト ン （PEEK ） を

合成す る こ と に 成功した 。 この PEEK は、 ア ダマ ン チ

ル 基を 導入 す る こ とで 誘電率 が 2．87 と低誘電性 を 示

し、光学特性 、 熱特性 も良好 な た め 、 今後 の 工 業的応

用が 十分 に 期待で きる こ とが 示 され た。
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